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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信ネットワークを介して地図データをクライアント装置に提供するためのコンピュー
タ実装方法であって、
　非ラスタ形式に一致する地図データを生成することであって、前記地図データは前記ク
ライアント装置において地理的エリアのラスタ地図画像を描画するためのものであり、前
記ラスタ地図画像は個々に描画可能な複数の地図要素を含み、それぞれが前記地理的エリ
ア内のそれぞれの物理的エンティティまたは物理的エンティティの一部分に対応する、地
図データを生成することと、
　前記複数の地図要素のうちの２つ以上を含み、かつ前記複数の地図要素のうちの少なく
とも１つを含まない、前記クライアント装置において前記地図データから選択可能な地図
特徴を指定する地図特徴データを生成することであって、前記地図特徴に含まれる前記地
図要素は、関連する物理的エンティティに対応し、前記関連する物理的エンティティは、
公共の商業、ビジネス、学術、又は住宅のエンティティに関連付けられ、前記地図特徴は
、異なるタイプの物理的エンティティに対応する少なくとも２つの地図要素を含み、前記
地図特徴に対応する前記地図データの一部分の表示を提供することと、前記地図特徴を一
意的に識別する地図特徴識別子を提供することと、を含む、地図特徴データを生成するこ
とと、
　前記地図データおよび前記地図特徴データを、通信ネットワークを介して前記クライア
ント装置に送信させることと、を含み、前記クライアント装置のユーザインタフェースを
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介した、前記複数の地図要素のいずれか１つの選択に応答して、前記クライアント装置は
、前記地図特徴に含まれるいくつかの前記地図要素の全てを自動的に選択するとともに、
前記ユーザインタフェースにおいて、前記地図特徴が選択されたことの表示を提供する、
コンピュータ実装方法。
【請求項２】
　前記地図データおよび前記地図特徴データが前記クライアント装置にその後に送信され
るようにするために、前記地理的エリアおよび前記地図特徴に対応する追加地図データの
要求を受信することと、
　前記非ラスタ形式で追加地図要素セットの記述を生成することであって、前記追加地図
要素は以前に送信された地図データによって提供されていない、生成することと、
　前記地図特徴と関連する追加地図要素の前記セットの中の地図要素を識別することと、
　前記識別された地図要素が前記地図特徴に対応する旨の表示を提供することであって、
前記地図特徴識別子に前記識別された地図要素を提供することを含む、提供することと、
　追加地図要素の前記セットの前記記述、および前記識別された地図要素が前記地図特徴
に対応する旨の前記表示が、前記通信ネットワークを介して、前記クライアント装置に送
信されるようにすることと、をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記地理的エリアに対応する追加地図データに関する前記要求を受信することは、（ｉ
）前記地理的エリアの新規ラスタ地図画像が前記クライアント装置において描画される時
の新規ズームレベル、または（ｉｉ）前記地理的エリアの前記新規ラスタ地図画像が前記
クライアント装置において描画されるところの新規地図形式、のうちの少なくとも１つの
表示を受信することを含み、なお前記新規地図形式は地形地図、交通地図、輸送地図、衛
星地図、または自転車小道地図の１つである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ラスタ地図画像は等サイズの複数の地図タイルに対応し、前記地図データを生成す
ることは、
　前記複数の地図タイルのうちの第１のタイルを描画するために前記地図データの第１の
サブセットを生成することと、
　前記複数の地図タイルのうちの第２のタイルを描画するために前記地図データの第２の
サブセットを生成することと、を含み
　　前記地図データの前記第１のサブセットおよび前記地図データの前記第２のサブセッ
トのそれぞれが、前記地図データの前記サブセットおよび前記地図データの前記第２のサ
ブセットのうちのもう一方とは独立して、それぞれのラスタ画像として描画されるように
適合され、
　前記地図特徴は、前記地図データの前記第１のサブセット内に提供される第１の地図要
素ならびに前記地図データの前記第２のサブセット内に提供される第２の地図要素を含む
、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記地図特徴データを生成することは、前記地図特徴の前記複数の地図要素のうちの前
記２つ以上で使用するための共通テキストラベルを提供することをさらに含み、
　前記地図特徴の前記複数の地図要素のうちの前記２つ以上のそれぞれのために、それぞ
れの個々のテキストラベルを提供することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記地図データの前記部分の前記表示を提供することは、前記複数の地図要素の前記２
つ以上の全部を包囲するエリアの境界を指定することを含み、前記指定された境界は、前
記地図特徴が描画される１つ以上の地図タイルの境界とは一致しない、請求項１に記載の
方法。
【請求項７】
　通信ネットワーク上で動作するコンピューティングデバイスであって、前記コンピュー
ティングデバイスは、
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　一又は複数のプロセッサと、
　命令が記憶されたコンピュータ可読メモリと、を備え、
　前記命令は、前記一又は複数のプロセッサで実行されることによって、
　クライアント装置において地理的エリアのラスタ地図画像を描画するための地図データ
を生成する地図データ生成子であって、前記地図データは非ラスタ形式に従って複数の幾
何学形状を指定し、そして前記ラスタ地図画像は前記地理的エリアにおいて複数の物理的
エンティティを描写するところの、地図データ生成子と、
　前記複数の物理的エンティティから選択される２つ以上の関連する物理的エンティティ
群に対応する地図特徴データを生成する地図特徴コントローラであって、前記地図特徴は
前記複数の物理的エンティティの少なくとも１つには対応せず、そして前記地図特徴デー
タを生成するために、前記地図特徴コントローラは、（ｉ）前記地図特徴に対応する前記
地図データの一部分の表示を提供し、また、（ｉｉ）前記地図特徴を一意的に識別する地
図特徴識別子を提供するところの、地図特徴コントローラと、を実現する命令を含み、
　前記コンピューティングデバイスは、前記地図データおよび前記地図特徴データが前記
通信ネットワークを介して前記クライアント装置に送信されるようにし、前記クライアン
ト装置のユーザインタフェースを介した、前記複数の地図要素のいずれか１つの選択に応
答して、前記クライアント装置は、前記地図特徴に含まれるいくつかの前記地図要素の全
てを自動的に選択するとともに、前記ユーザインタフェースにおいて、前記地図特徴が選
択されたことの表示を提供するところの、コンピューティングデバイス。
【請求項８】
　前記地理的エリア内の前記複数のそれぞれの物理的エンティティに対応する複数の地図
要素の記述と、
　それぞれが前記複数の地図要素の２つ以上と関連する、複数の地図特徴の記述と、
　を通信リンクを介して受信するためのデータベースインターフェースモジュールをさら
に含み、
　前記地図データを生成するために、前記地図データ生成子は、前記クライアント装置に
おいて選択されるズームレベルおよび地図形式に基づいて、前記複数の地図要素の前記記
述のサブセットを選択する、請求項７に記載のコンピューティングデバイス。
【請求項９】
　対話型地図コンテンツを提供するためのコンピューティングデバイス内の方法であって
、
　通信ネットワークを介して、非ラスタ形式と一致する地理的エリアに関する地図データ
を受信することであって、複数の地図要素のそれぞれの１つの幾何学形状をそれぞれが指
定する、複数の記述子を受信することを含み、前記複数の記述子のそれぞれは対応する地
図要素を描画するために独立的に解釈可能であるところの、受信することと、
　個々に描画可能な前記複数の地図要素の２つ以上を含み、そして前記複数の地図要素の
少なくとも１つを含まない、地図特徴を受信することであって、前記地図特徴に含まれる
前記地図要素は、前記地理的エリア内の関連物理的エンティティと、または単一物理的エ
ンティティの部分とに対応し、どの前記複数の地図要素が前記地図特徴と関連しているか
の表示を受信すること、を含むところの、受信することと、
　ユーザインターフェースを介して表示されるラスタ地図画像を生成するための前記地図
データを解釈することであって、前記複数の地図要素を描画することを含む、解釈するこ
とと、
　全地図特徴を包囲するラスタ地図画像の領域を表示することを含み、その表示された領
域は、それに関連する前記地図要素の形状によって決定される境界を有するように、前記
ユーザインターフェースを介して、前記複数の地図要素の前記２つ以上は前記地図特徴と
関連することの表示を提供することと、
　クライアント装置のユーザインタフェースを介した、前記複数の地図要素のいずれか１
つの選択に応答して、前記地図特徴に含まれるいくつかの前記地図要素の全てを自動的に
選択するとともに、前記ユーザインタフェースにおいて、前記地図特徴が選択されたこと
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の表示を提供することとを含む、方法。
【請求項１０】
　ユーザインターフェースを介して対話型地図コンテンツを提供するためのコンピューテ
ィングデバイス内の方法であって、
　地理的エリアの各物理的エンティティをそれぞれ表現する、前記地理的エリアのデジタ
ル地図を生成するように、個々に描画可能な複数の地図要素を描画することと、
　一又は二以上のプロセッサによって、共通行政単位を形成する物理的エンティティを表
現する前記複数の地図要素の全てとは限らない幾つかの地図要素を含む集合地図特徴の記
述を受信することと、
　前記一又は二以上のプロセッサによって、前記ユーザインターフェースを介して前記幾
つかの地図要素の１つの選択を受信することと、
　前記選択の受信に応答して、前記集合地図特徴を含む前記幾つかの地図要素を自動的に
選択するとともに、前記ユーザインターフェースにおいて前記集合地図特徴が選択された
ことの表示を提供することと、を含む、方法。
【請求項１１】
　ユーザインターフェースを介して対話型地図コンテンツを提供するための命令が記憶さ
れたコンピュータ可読媒体であって、
　前記命令は、一又は複数のプロセッサで実行されることによって、前記一又は複数のプ
ロセッサに、
　地理的エリアでそれぞれの物理的エンティティをそれぞれ表現する個々に描画可能な複
数の地図要素をそれぞれの各形状を別々に指定して記述する地図データを受信すること、
　共通行政単位を形成する物理的エンティティを表現する前記複数の地図要素の全てとは
限らない幾つかの地図要素を含む集合地図特徴の記述を受信すること、
　前記ユーザインターフェースを介して表示するための前記地理的エリアのデジタル地図
を生成するように前記地図を描画すること、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記集合地図特徴の前記幾つかの地図要素を単
一地図要素として操作するための制御を提供すること、
　クライアントデバイスのユーザインタフェースを介した、前記複数の地図要素のいずれ
か１つの選択に応答して、前記地図特徴に含まれるいくつかの前記地図要素の全てを自動
的に選択するとともに、前記ユーザインタフェースにおいて、前記地図特徴が選択された
ことの表示を提供することを実行させる、コンピュータ可読媒体。
【請求項１２】
　クライアントデバイスにおいて対話型デジタル地図を生成するための地図データを提供
するための一又は複数のコンピューティングデバイス内の方法であって、
　地理的エリアの対話型デジタル地図を生成するための地図データの要求を前記クライア
ントデバイスから受信することと、
　前記地理的エリアのそれぞれの物理的エンティティをそれぞれ表現する、個々に描画可
能な複数の地図要素の形状の記述を含む前記地図データを生成することと、
　前記クライアントデバイスのために、共通行政単位を形成する物理的エンティティを表
現する前記複数の地図要素の全てとは限らない幾つかの地図要素を含む集合地図特徴の記
述を生成することと、
　前記地図データ、及び２以上の複数の地図タイルをまたぐ前記集合地図特徴の記述を、
前記デジタル地図の相当部分を生成するように描画される前記複数の地図タイルとして、
前記クライアントデバイスへ送信することと、を含み、前記クライアントデバイスのユー
ザインタフェースを介した、前記複数の地図要素のいずれか１つの選択に応答して、前記
クライアントデバイスは、前記集合地図特徴に含まれるいくつかの前記地図要素の全てを
自動的に選択するとともに、前記ユーザインタフェースにおいて、前記地図特徴が選択さ
れたことの表示を提供する、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本開示は電子地図表示システム等の地図描画システムに関連し、より具体的には、地図
画像が離散地図要素を含む地図データを使用して描画される地図描画システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　本明細書中に提供される背景技術の記述は、開示の文脈を一般的に提供するのを目的と
している。出願時に先行技術としての資格を有しない記述の態様は勿論のこと、現在指名
されている発明者の成果は、本背景技術セクションにおいて記述されている程度において
、本開示に対する先行技術として明示的にも暗黙的にも認められてはいない。
【０００３】
　今日、地理的領域の地図は多様な装置上で実行されるソフトウェアアプリケーションに
よって表示され、それらには携帯電話、カーナビ、手持ち型全地球測位システム（ＧＰＳ
）ユニット、およびコンピュータが含まれる。アプリケーションおよび／またはユーザの
好みにより、地図は地形データ、道路データ、都市輸送情報、交通データ等を表示し得る
。さらに、いくつかのアプリケーションは対話モードで地図を表示し、ユーザは、例えば
、様々なつまみ（ラジオボタン、スクロールバー等）を操作してズームレベルを変更した
り、あるいは新しい場所に「カメラ」を向かせることができる。ユーザはいくつかのケー
スにおいて特定情報の表示の選択または非選択も行い得る。例えば、ユーザは適切なつま
みを操作し、自転車の小道の表示をオンにすることもできる。
【０００４】
　地図画像を描画するため、クライアント装置は典型的には専用サーバからラスタ画像を
受信する。例えば、地図サーバはインターネット上で動作し得、ポータブルネットワーク
グラフィックス（ＰＮＧ）形式で、画像を指定された地理的領域に関して様々なクライア
ント装置に提供し得る。ラスタ画像はクライアント装置において比較的容易に描画し得る
が、ラスタ画像データは典型的には総合的地図に関して大量の記憶域を必要とする。また
、クライアント装置においてラスタ画像を効率的に操るのは困難である。例えば、選択さ
れた領域を拡大するためには、サーバから新規ラスタ画像データを取り出すか、または、
利用可能ラスタ画像データは品質の点で気付き得るロスを伴って拡大される。さらに、地
図画像の視覚的特質を変更するには、クライアント装置は地図サーバから新規ラスタ画像
データを要求しなければならない。
【発明の概要】
【０００５】
　ある実施形態では、通信ネットワークを介して地図データをクライアント装置に提供す
るためのコンピュータ実装方法は、非ラスタ形式に一致し、クライアント装置において地
理的エリアのラスタ地図画像を描画するための地図データを生成することを含む。ラスタ
地図画像はいくつかの地図要素を含み、それぞれはそれぞれの物理的エンティティまたは
地図的エリア内の物理的エンティティの一部分に対応する。この方法はまた、いくつかの
地図要素の２つ以上を含み、そしていくつかの地図要素の少なくとも１つを含まない地図
特徴の記述を生成することを含み、地図特徴に含まれる地図要素は関連物理的エンティテ
ィまたは同一物理的エンティティの部分に対応する。地図特徴の記述を生成することは、
地図特徴に対応する地図データの一部分の表示を提供すること、および地図特徴を一意的
に識別する地図特徴識別子を提供することを含む。この方法はさらに、地図データおよび
地図特徴の記述が通信ネットワークを介してクライアント装置に送信されるようにするこ
とを含む。
【０００６】
　別の実施形態において、通信ネットワーク上で動作するコンピューティングデバイスは
、地図データ生成子および地図特徴コントローラを含む。地図データ生成子は、クライア
ント装置において地理的エリアのラスタ地図画像を描画するための地図データを生成し、
この地図データは非ラスタ形式に従って多重幾何学形状を指定し、またラスタ地図画像は
地理的エリア内のいくつかの物理的エンティティを描写する。地図特徴コントローラは、
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いくつかの物理的エンティティから選択される２つ以上の物理的エンティティの群、また
は物理的エンティティの１つの２つ以上の部分に対応する地図特徴の記述を生成し、この
地図特徴はいくつかの物理的エンティティの少なくとも１つに対応せず、そしてこの地図
特徴の記述を生成するために、地図特徴コントローラは地図特徴に対応する地図データの
一部分の表示を提供し、また地図特徴を一意的に識別する地図特徴識別子を提供する。コ
ンピューティングデバイスは、地図データおよび地図特徴の記述が、通信ネットワークを
介してクライアント装置に送信されるようにする。
【０００７】
　別の実施形態では、対話型地図コンテンツを提供するためのコンピューティングデバイ
スにおける方法は、通信ネットワークを介して非ラスタ形式に一致する地理的エリアに関
する地図データを受信することを含む。地図データの受信は、いくつかの記述子を受信す
ることを含み、それぞれがいくつかの地図要素の１つのそれぞれの幾何学形状を指定し、
各記述子は対応する地図要素を描画するために独立して解釈可能である。この方法はさら
に、いくつかの地図要素の２つ以上を含み、いくつかの地図要素の少なくとも１つを含ま
ない、地図特徴の記述を受信することを含み、地図特徴に含まれる地図要素は地理的エリ
ア内の関連物理的エンティティまたは単一の物理的エンティティの部分に対応する。さら
に、地図特徴の記述を受信することは、いくつかの地図要素のうちのどれが地図特徴と関
連しているかの表示を受信することを含む。この方法はまた、ユーザインターフェースを
介して表示されるラスタ地図画像を生成するために地図テータを解釈することを含み、そ
れには、複数の地図要素を描画すること、およびユーザインターフェースを介して複数の
地図要素の２つ以上が地図特徴と関連することの表示を提供することを含む。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】システムのブロック図であって、地図コントローラを有する地図サーバは、クラ
イアント装置に対し、地図画像を描画するための地図データと、地図画像の部分として描
画されるいくつかの地図要素を集合させる地図特徴の記述を実施形態に従って提供する。
【図２】図１のシステムにおいて動作し得る地図コントローラ例のブロック図である。
【図３Ａ】いくつかの建物、野原、および歩道を含む地図特徴を備えた地図の例であって
、図１のシステム内で動作するクライアント装置において表示され得る。
【図３Ｂ】いくつかの地図タイルで構成されるラスタ地図画像として描画され得る図３Ａ
の地図であって、この地図特徴は異なる地図タイルで描画される地図要素を含む。
【図３Ｃ】図３Ａの地図であって、いくつかの地図要素が地図特徴の構成要素として自動
的に選択される。
【図４】図１のシステムにおいて動作し得るクライアント装置に対して地図データと地図
特徴記述を提供するための、情報交換例を図解する対話図である。
【図５】図１のシステムにおいて動作し得る地図サーバにおいて地図データと地図特徴記
述を生成するための方法例の流れ図である。
【図６】図１のシステムにおいて動作し得る地図サーバにおける地図特徴記述の生成のた
めの方法例の流れ図である。
【図７】図１のシステムにおいて動作し得るクライアント装置において地図データおよび
地図特徴記述を処理するための方法例の流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　概して、地図サーバはラスタ地図画像を描画するためにクライアント装置に対して非ラ
スタ形式で地図データを提供し、建物、公園、野原、水域、道路区分、自転車の小道、お
よび歩道等の様々な地図要素を描写し、また共通行政単位に対応する、あるいは論理的に
関連するいくつかの個別の地図要素を有する少なくとも１つの集合地図特徴の記述をも提
供する。非ラスタ形式は、例えば、ベクトル図形形式であり得る。地図サーバは、地図デ
ータのどの部分が集合地図特徴に対応するかの表示を提供し、クライアント装置のユーザ
が集合地図特徴と関連する多重地図要素を効率的に選択および操ることを可能とする。こ



(7) JP 6184961 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

のようにして、ユーザは集合地図特徴を参照して、集合地図特徴を構成する様々な地図要
素の視覚的特性を自動的に強調、除去、追加、および更新可能である。地図サーバは、地
図サーバおよびクライアント装置がその後の通信において集合地図特徴を参照するために
利用し得る一意的地図特徴識別子も提供し得る。より具体的には、地図特徴識別子を使用
して、クライアント装置は集合地図特徴に関連する追加情報を要求し得、これは新しいズ
ームレベルにおいて、または新しい形式の地図が選択されたときに視認可能となる追加地
図要素を描画するための地図データ等である。さらに、地図サーバは視覚的形式データ、
すなわち線の太さ、線の色、塗られる色等の地図要素の視覚的属性に関連する情報をクラ
イアント装置に提供するときに、地図特徴識別子を使用し得る。
【００１０】
　集合地図特徴は、大学等の学術機関、ショッピングモール等の商業エンティティ、企業
、工場、プラント等のビジネスエンティティ、総合病院、住宅小区域、または地理的領域
内の関連物理的エンティティを含む他のあらゆるものに対応し得る。いくつかのケースで
は、集合地図特徴は、もしも例えば、物理的エンティティが異なる地図タイル（以下によ
り詳細に記述される）において適用される多重地図要素によって表現される場合には、同
一物理的エンティティのいくつかの部分に対応し得る。概して、地図特徴は、多重地図要
素を有する集合、またはただ１つの地図要素を有する非集合であり得る。例えば、地図サ
ーバはクライアント装置において個々に解釈および描画可能、拡大レベルまたは地図形式
の更新時に他の地図要素とは独立して追加または除去、個々のラベルの割り当て等が可能
な特定地図特徴として、建物のベクトルベースの記述を提供し得る。他方では、集合地図
特徴は、同一形式（例えば、いくつかの建物の集団）または異なる形式（例えば、建物、
公園、および歩道）のいくつかの地図要素を含み得る。さらに、集合地図特徴は、いくつ
かの筋書きにおいて、「入れ子」構造を有し、そして多重地図要素を有する１つまたはい
くつかの地図特徴を含む。例えば、いくつかの実施形態において、各地図要素はそれぞれ
の地図特徴を定義し、地図特徴の特定群はより大きな集合地図特徴に集合され、そしてよ
り大きな地図特徴のいくつかは、さらにより大きな集合地図特徴に集合される。さらにま
た、集合地図特徴は別の地図タイルで、または特定サイズの地図画像の部分で描画される
地図要素を含み得る。
【００１１】
　分かりよくするために、１つだけ地図要素を含む地図特徴が本明細書中では地図要素と
して参照される。また、以下の論議は多重地図要素を有する集合地図特徴に主として関す
るため、そのような地図特徴は、ときどき単に地図特徴として以下に参照され得る。
【００１２】
　図１を参照すると、地図および地図特徴データをクライアント装置に提供すること、な
らびに、地図特徴を効率的に操るためにクライアント装置において提供されたデータを使
用すること、の技法をシステム１０において実装し得る。ある実施形態において、システ
ム１０は地図サーバ１２、ネットワーク１６を介して地図サーバ１２と通信可能に連結さ
れたクライアント装置１４、および地図サーバ１２と通信可能に連結された地図データベ
ース１８を含む。ネットワーク１６は、インターネット等の広域ネットワーク（ＷＡＮ）
、局域ネットワーク（ＬＡＮ）、または任意の他の適切なタイプのネットワークであり得
る。地図および特徴データをクライアント装置１５に提供するため、地図サーバ１２は電
子メッセージを生成し、そしてネットワーク１６を介してそれらのメッセージを送信し得
る。実施形態によっては、地図データベース１８は、図１に図解されるように、ネットワ
ーク１６を介して、または別の通信リンクを介して地図サーバ１２と連結され得る。簡潔
性のために、地図サーバ１２、クライアント装置１４、および地図データベース１８はそ
れぞれ一例だけ図１において図解されている。しかしながら、他の実施形態例においては
、システム１０は２つ以上の地図サーバ１２、２つ以上のクライアント装置１４、および
／または、２つ以上の地図データベース１８を含み得る。例えば、いくつかの実施形態に
おいては、地図サーバ１２は様々なクライアント装置１４に対して地図データを提供し、
それらにはデスクトップコンピュータ、ポータブルコンピュータ、タブレットコンピュー
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タ、スマートフォン等が含まれる。
【００１３】
　地図サーバ１２はプロセッサ２０およびコンピュータ可読メモリ２２を含み得、後者は
、例えば、コンピュータ命令の形式で地図コントローラ３０を記憶し、それは直接的に（
例えば、コンパイルされたコードとして）または間接的に（プロセッサ２０上で実行され
る別のアプリケーションによって解釈されるスクリプトとして）、プロセッサ２０上で実
行され得る。コンピュータ可読メモリ２２はコンピュータ命令および実行時にコンピュー
タ命令が動作するデータを記憶する揮発性メモリ（例えば、ランダムアクセスメモリ、す
なわちＲＡＭ）および、ある実施形態例においては、例えばハードディスク等の持続性メ
モリを含み得る。いくつかの実施形態では、地図サーバ１２は多重プロセッサ２０を含む
。さらに、いくつかの実施形態では、地図コントローラ３０は、ハードウェア構成要素、
ファームウェア構成要素、ソフトウェア構成要素、または任意のそれらの組み合わせを使
用して実装し得る。
【００１４】
　ある実施形態では、地図コントローラ３０はベクトル図形形式等の非ラスタ形式の選択
された地理的領域について様々な地図要素の記述を生成し、これは地図データとしてクラ
イアント装置１４に提供される。概して、ベクトルベースの地図データは様々な幾何学形
状を指定し得（例えば、点および点を接続する道の数学的記述を使って）、道路、建物、
公園、水域等の様々な地図要素を描画するためにそれらの形状がどのように配置されるか
を示し得る。例えば、線分のラスタ画像を構成する各画素を指定する代わりに、線分のベ
クトルベースの記述は線分の２つの終点を指定し、そして２つの終点が直線によって接続
されることを表示し得る。地図要素のベクトルベースの記述は、本明細書中では、ベクト
ル記述または単にベクトルとして参照され、そして１つまたはいくつかのベクトル記述子
のセットはベクトルデータとして参照され得る。概して、地図要素はあるベクトル記述子
を使用して記述され得る。図２を参照してより詳細に記述されるが、マップコントローラ
３０はクライアント装置において地理的領域の地図が描画されるズームレベル、地図がク
ライアント装置において描画されるところの地図形式（例えば、地形、交通、輸送等）、
直前に提供された地図データ等の観点から地理的領域のベクトルベースの記述を生成し得
る。また、いくつかの実施形態では、地図サーバはベクトルデータがどのように描画され
るべきかを示す形式データとは別に、地図コンテンツを記述するベクトルデータを提供し
得る。
【００１５】
　地図コントローラ３０は、１つまたはいくつかの地図要素を有する地図特徴の記述を生
成する地図特徴コントローラ３２を含み得る。ある実施形態では、地図特徴コントローラ
３２はどのベクトル記述子、（そして、したがって、どの地図要素）が特定の地図特徴に
対応するかの表示を生成する。例えば、地図特徴コントローラ３２は、集合地図特徴の集
合特徴識別子を指定する欄を含むメッセージを生成し得、これには集合特徴識別子が付属
する地図特徴のリストが続く。地図特徴のリストはベクトル記述子および／またはラベル
データを含み得る。代替的に、地図特徴のリストはそれぞれの特徴識別子を含み得る。い
ずれのケースでも、メッセージの構文解析を行うときは、クライアント装置１４はリスト
に含まれる地図特徴は、同一集合特徴識別子に関連するかどうかを判定可能である。地図
データのどの部分（例えば、ベクトル記述子のどのセット）が特定地図特徴と関連してい
るかを判定するために、地図特徴コントローラ３２は、適切な地理的領域に関する地図デ
ータベース１８に記憶される地図コンテンツテーブル３４を使用する。
【００１６】
　続けて図１を参照すると、地図コンテンツテーブル３４は建物、道路、公園等の個々の
地図要素に関する記録を含み得る。各地図要素に関し、地図コンテンツテーブル３４は、
地図要素の幾何学形状を指定するベクトル記述子を提供し得る。ある実施形態では、地図
コンテンツテーブル３４は様式データ（異なる地図形式にしたがって地図要素を描画する
ための多重視覚的様式を順番に指定し得る）等の追加情報、地図要素が別の重複地図要素
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の上あるいは下に描画されるかを表示するための深度表示、ラベル情報、地図要素がどの
ズームレベルで可視的となるかまたは可視が停止されるかを表示するズームデータ等をも
提供する。地図コンテンツテーブル３４は、どの地図特徴と、もしあれば、地図要素が関
連しているかをも表示し得る。例えば、図１に図解される地図コンテンツテーブル３４の
断片において、建物形式の地図要素、道路形式の地図要素、および公園形式の地図要素が
異なるベクトル記述子によって記述されるが、しかしそれらは同一地図特徴Ｆ1と関連し
ている。
【００１７】
　地図コントローラ３０は、クライアント装置１４に対し、実施形態に基づき、単一電子
メッセージまたは一連の電子メッセージにおいて、特定地理的領域に関する地図データ（
ならびに実施形態例に従い、特定ズームレベルおよび／または特定地図形式）を提供し得
る。さらに、ある実施形態では、地図コントローラ３０は地図タイル記述子のセットとし
て地図データを生成し、各地図タイル記述子は地図タイル、すなわち特定サイズの地図画
像の一部分（例えば、２５６×２５６画素）を記述する。個々の地図タイルによって表現
される地理的領域のサイズは、地図タイルが関連するズームレベルに基づき得る。概して
、ズームレベルは地図画像または地図画像の一部分に対する見かけ距離に対応する（例え
ば、視点の高さを変更する結果として）。ある実施形態では、より低いズームレベルにお
ける単一地図タイルは、より高いズームレベルにおける単一地図タイルよりも、より大き
な地理的エリアを図解する。地図コントローラ３０は、ベクトル図形形式に従って各地図
タイル記述子を生成し得、図１のクライアント装置１４等のクライアント装置は、１つま
たはいくつかのタイルを含むラスタ画像を局所的に生成し得る。いくつかの筋書きでは、
地図特徴の地図要素は、異なる地図タイルで提供され得る。例えば、地図コントローラ３
０はもしも地図要素が別の地図要素内に提供される場合、建物等の単一の物理的エンティ
ティのそれぞれの部分に対応するいくつかの地図要素を生成し得る。
【００１８】
　さらに図１を参照すると、クライアント装置１４は命令を実行するためのプロセッサ５
０および命令およびデータを記憶するためのメモリ５２を含み得る。クライアント装置１
４は入力装置５４および出力装置５６を含み得、それぞれユーザからの情報を受信し、ユ
ーザに対して出力を提供する。入力装置５４は１つ以上のキーボード、マウス、およびタ
ッチスクリーンを含み得、出力装置５６は、例えば、タッチスクリーンまたは別の形式の
モニタを含み得る。クライアント装置１４は様々なソフトウェア構成要素を含み得、それ
らはデバイスドライバ、オペレーティングシステム（ＯＳ）、イベントハンドラ等で、入
力装置５４および出力装置５６を制御し、対話型ユーザインターフェースを実装する。さ
らに、プロセッサ５０上で実行するソフトウェアアプリケーションは、これらのソフトウ
ェア構成要素を利用して、アプリケーション固有のユーザインターフェースを提供し得る
。
【００１９】
　実施形態によるが、クライアント装置１４はデスクトップコンピュータ、ラップトップ
コンピュータ、またはタブレットＰＣ等のパーソナルコンピュータ、ワークステーション
、スマートフォン等の可搬型通信装置、または他の好適なコンピューティングデバイスで
あり得る。ある実施形態では、クライアント装置１４は一定のコンピューティングおよび
／または記憶機能のための別のコンピューティングデバイスに依存する、いわゆるシンク
ライアントである。例えば、あるそのような実施形態では、メモリ５２はＲＡＭ等の揮発
性メモリのみを含み、そしてプログラムおよび／または持続性メモリを有する記憶ユニッ
トは、クライアント装置１４に対しては外部的である。別の実施形態では、メモリ５２は
揮発性および持続性メモリ構成要素の両方を含む。
【００２０】
　ブラウザアプリケーション６０は、プロセッサ５０上で実行されるコンピュータ可読命
令セットを含み得る。概して、ブラウザアプリケーション６０はテキスト、画像、埋め込
み映像等の内容を含むウェブページならびにＨｙｐｅｒｔｅｘｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎ
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ｇｕａｇｅ（ＨＴＭＬ）等のマークアップ言語による命令にアクセスし、マークアップ言
語による命令に従って出力装置５６上の内容を描画する。この目的のために、ブラウザア
プリケーション６０はＨｙｐｅｒｔｅｘｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＨＴ
ＴＰ）に一致するデータパケットを生成および処理するための機能を実装し、ＨＴＭＬ内
容を構文解析し、Ｓｅｃｕｒｅ　Ｓｏｃｋｅｔ　Ｌａｙｅｒ（ＳＳＬ）プロトコルに従っ
てデータを暗号化し、デジタル証明書を要求および検証し、またナビゲーション、描画、
およびウェブページデータの管理に関連する様々なユーザコマンドを受信するためのユー
ザインターフェース機能を実装し得る。いくつかの実施形態では、ブラウザアプリケーシ
ョン６０はウェブページに提供されるスクリプト言語（例えば、Ｊａｖａｓｃｒｉｐｔ）
による命令を解釈するように構成される。（「Ｊａｖａ」は登録商標）
【００２１】
　地図描画エンジン６２はブラウザアプリケーション６０の構成要素として実行し得る。
しかしながら、他の実施形態においては、地図描画エンジン６２と類似するソフトウェア
モジュールが、独立アプリケーションとして、または別のアプリケーションの構成要素と
して実行し得る。実施形態によるが、地図描画エンジン６２はプラグイン（例えば、ブラ
ウザアプリケーション６０の機能性を拡張し、プロセッサ５０上で実行するコンパイル済
み命令セット）、スクリプト（例えば、実行時にブラウザアプリケーション６０によって
解釈されるスクリプト言語による命令セット）、または別の好適なソフトウェア構成要素
であり得る。１つの筋書き例に従うと、地図描画エンジン６２はクライアント装置１４を
操作するユーザが埋め込まれた対話型地図を含むウェブページを訪問した時にダウンロー
ドされる。より具体的には、ウェブページは、オンライン地図サーバおよびある地理的場
所との第１のハイパーリンク、ならびに地図描画エンジン６２のコピーとの第２のハイパ
ーリンクを含み得、なおこれは第１のハイパーリンクに従ってオンライン地図サーバから
受信する地図データを描画するために必要である。地図描画エンジン６２は、地図サーバ
１２からベクトルデータ（そして、いくつかの実施形態では、様式データ）を受信し、受
信されたベクトルデータを使って対応する地図画像を描画し、そして地図画像がブラウザ
アプリケーション６０によって割り振られる一定領域内に表示されるようにし得る。例え
ば、ブラウザアプリケーション６０は地図画像を表示するためのＨＴＭＬ５Ｃａｎｖａｓ
要素を作成し得る。
【００２２】
　さらに、地図描画エンジン６２は、例えば、ブラウザアプリケーション６０のユーザイ
ンターフェースを介して対話型制御を提供し得る。対話型制御は、地理的領域またはエリ
ア、地図形式（例えば、基本、交通、輸送）、ズームレベル等をユーザが選択することを
可能とする。さらに、ある実施形態では、地図描画エンジン６２は、個々の地図要素（ま
たは非集合地図特徴）に加えて集合地図特徴を選択するための対話型ユーザ制御を提供す
る特徴操作子６４を含む。例えば、特徴操作子６４は、追加ボタンを提供、および／また
は多重地図要素を有する地図特徴を操るための追加キー入力事象を認識し得る。特徴操作
子６４は地図サーバ１２から受信した地図特徴記述子を処理し、そして、ユーザがある地
図特徴の選択を行うことを選択したとの判定に応えて、地図特徴と関連する地図要素を自
動的に識別および選択し得る。より具体的な例として、ユーザは地図上に描写された個々
の地図要素をクリックすることができ、そして特徴操作子６４が、地図要素が多重地図要
素を有する集合地図特徴と関連すると判定して、地図特徴全体、すなわち、クリックされ
た地図要素、ならびにユーザがクリックしなかった１つ以上の追加地図要素を強調表示す
ることができる。別の例として、特徴操作子６４はマウスのポインタが集合地図特徴に関
連する地図要素上を「浮遊する」ことを判定し、そして上述の筋書きと類似して、自動的
に地図要素を含む地図特徴全体を強調表示し得る。より一般的には、特徴操作子６４はマ
ウス事象または別の好適装置からの事象を処理して、浮遊、接触、および他の形式のユー
ザ対話を支持可能である。
【００２３】
　簡潔性のために、クライアント装置１４は単一のプロセッサ５０とともに図解される。
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しかしながら、他の実施形態におけるクライアント装置１４は、例えば、出力装置５６上
での画像描画を容易にするように構成された図形処理ユニット（ＧＰＵ）等の追加処理ユ
ニット（示されない）を含み得る。さらに、ある実施形態では、ブラウザアプリケーショ
ン６０は地図画像を効率的に生成するための図形機能のライブラリを利用し得る。例えば
、ブラウザアプリケーション６０は、例えば、ＷｅｂＧＬ等の３Ｄ図形をサポートするソ
フトウェアライブラリを利用し得る。別の例として、メモリ５２はブラウザアプリケーシ
ョン６０を含む、クライアント１４上で実行される様々なアプリケーションがアプリケー
ションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）を介してアクセスし得る図形を描画す
るための機能を有する、ＯｐｅｎＧＬ（登録商標）またはＤｉｒｅｃｔ３Ｄ（登録商標）
ライブラリ等のプラグインを記憶し得る。また、いくつかの実施形態では、メモリ５２は
出力装置５６を介して画像の効率的描画を容易にする追加ソフトウェア構成要素を記憶す
る。例えば、メモリ５２はＡｄｏｂｅ（登録商標）Ｆｌａｓｈ（登録商標）プラグインま
たはＯ３Ｄプラグインを記憶し得る。
【００２４】
　ブラウザアプリケーション６０に加えて、または代替として、地図描画エンジン６２は
マッピングアプリケーション等の任意の好適アプリケーションで動作可能なことは注目さ
れるべきである。ブラウザアプリケーション６０と類似して、マッピングアプリケーショ
ンはメモリ５２に記憶される命令セットを含み得、そしてクライアント装置１４または類
似装置の１つ以上のプロセッサ上で実行可能である。いくつかの実装においては、マッピ
ングアプリケーションはブラウザアプリケーション６０によって提供される（例えば、対
応するブラウザＡＰＩを介して）ネットワーキング機能を利用する。別の実装においては
、マッピングアプリケーションは少なくとも部分的にブラウザ機能を含み、これらは地図
サーバ１２にアクセスするためのＴＣＰ、ＩＰ、ＨＴＴＰ等をサポートする通信スタック
等である。
【００２５】
　ここで図２を参照すると、地図コントローラ８０は、例えば、図１の地図サーバ１２を
操作し、地図コントローラ３０として、あるいは地図データを１つまたはいくつかのクラ
イアント装置に提供するように構成された別の装置において動作し得る。地図コントロー
ラ８０は、ソフトウェアモジュール（例えば、コンピュータ可読媒体上に記憶され、１つ
またはいくつかのプロセッサによって解釈可能なコンピュータ命令）、ハードウェアモジ
ュール、ファームウェアモジュール、またはそれらの任意の好適組み合わせとして実装さ
れるいくつかの構成要素を含み得る。概して、地図コントローラ８０は指定された地理的
領域に対応する地図データに関して、クライアント装置１４等のクライアント装置からの
要求を処理するように構成し得る。例えば、地図コントローラ８０は緯度４１°５２’４
３”および経度－８７°３８’１１”を中心とする２マイル幅領域に対応する地図データ
に関する要求を受信し得る。要求はまた地図データが要求されているズームレベルも表示
する。要求はまた地図形式、例えば基本、交通、輸送等、も表示し得る。
【００２６】
　ある実施形態では、地図コントローラ８０は地図データ生成子８２、様式生成子８４、
地図特徴コントローラ８６、およびデータベースインターフェースモジュール８８を含み
、図１の地図データベース１８等の地図データの貯蔵所と構成要素８２、８４、および８
６との間の通信を提供する。動作中、地図データ生成子８２は例えばクライアント装置１
４に対して地図コンテンツとして提供される様々な地図要素に関するベクトルベースの地
図データを生成する。この目的のために、地図データ生成子８２はデータベースインター
フェースモジュール８８を介して地図サーバと通信し得る。地図データ生成子８２は地図
要素の形状を指定するベクトル記述子を生成し得、そしていくつかのケースにおいて、地
図データの一部として（あるいは追加で）、ラベルデータ、深度表示、および他のパラメ
ータをも提供し得る。いくつかの実施形態では、地図データ生成子８２は地図データを地
図タイル記述子のセットとして生成し、各地図タイル記述子は実施形態に従って地図タイ
ルを記述する。個々の地図タイルによって表現される地理的領域のサイズは、地図タイル



(12) JP 6184961 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

が関連するズームレベルに左右され、より低いズームレベルの単一地図タイルは、より高
いズームレベルの単一地図タイルより、より広い地理的エリアを図解する。地図データ生
成子８２はベクトル図形形式に従って各地図タイル記述子を生成し、クライアント装置は
１つまたはいくつかのタイルに対応する地理的領域に関するラスタ画像を局所的に生成し
得る。各タイルは互いに分離してまた独立して描画され得るが、地図データ生成子８２は
、いくつかの実施形態では、複数のタイルをまとめて描画し、単一ラスタ画像を生成する
。
【００２７】
　さらに、地図様式生成子８４はクライアント装置において内容をマッピングするための
アプリケーションのための様式データを生成し得る。様式は、概して、それぞれの一意的
様式識別子によって識別され、そして各様式は地図要素を描画するための１つまたはいく
つかの視覚的様式に対応し得る。視覚的様式は、ベクトルベースの地図データを描画する
ときに視覚的特性を順番に指定し得る。地図様式生成子８４は各特徴形式に基づいて様式
データを提供し得る。例えば、地図データ生成子８２は地図特徴形式建物として各建物に
関するベクトルデータを提供し得、そして地図様式生成子８４は、クライアント装置がこ
の形式の地図特徴に対応するすべてのベクトル記述子に適用する様式データを提供し得る
。
【００２８】
　地図特徴コントローラ８６は、対応する地図データと共にクライアント装置に対して提
供される地図特徴の記述子を生成し得る。前述の地図特徴コントローラ３２と類似して、
地図特徴コントローラ８６は非ラスタ地図データのどの部分が特定地図特徴と対応するか
に関する表示を生成するように構成し得る。地図特徴コントローラ８６は、クライアント
装置および／または地図コントローラ８０が実装される装置において使用するために一意
的地図特徴識別子を生成するようにも構成し得る。いくつかの実施形態では、地図特徴コ
ントローラ８６は地図特徴に関連する各ベクトル記述子に関するフラグまたは他の表示器
を提供する。例えば、ベクトル記述子はどの地図特徴に、もしあれば、ベクトル記述子に
よって指定される地図要素が所属するかを指定する特徴＿識別子欄を伴うデータ構造であ
り得る。集合地図特徴はいくつかの地図特徴を含み得、なおそれぞれがそれぞれの特徴識
別子を有するため、地図特徴コントローラ８６は個々の地図特徴がどのように集合地図特
徴にグループ化されたかを表示するために追加データも提供し得る。例えば、地図特徴コ
ントローラ８６は特徴＿識別子欄に非集合地図特徴の識別子を入れ、また集合＿特徴＿識
別子欄にも対応する集合地図特徴の識別子を入れ得る。
【００２９】
　他の実施形態では、地図特徴コントローラ８６は地図特徴に関連する全地図要素を包囲
する地図特徴領域の境界を指定する。境界は任意の好適な方法で指定し得、それらは緯度
／経度組のセット、ベクトル図形形式のポリゴン等である。多くのケースにおける地図特
徴領域の境界は、地図タイルの境界とは一致しない。さらに、地図特徴領域は多重地図タ
イルにおける地図要素を包囲し得る。
【００３０】
　さらに、地図特徴コントローラ８６は、いくつかの筋書きにおいて、クライアント装置
において地図特徴と共に表示される共通テキストラベル（例えば、アルファベット文字列
）を生成する。いくつかのケースにおいては、地図特徴を構成する地図要素は、個々のラ
ベルと関連することに注目されたい。さらに、地図特徴コントローラ８６が、クライアン
ト装置に対して、集合地図特徴と関連するいくつかのまたはすべての地図要素または特徴
に共通の様式情報を提供し得る。例えば、地図特徴コントローラ８６は、輸送地図の一部
として描画されるある集合地図特徴ＭＦ1に関して、すべての関連地図要素が、輸送地図
形式に関する様式ＶＳ1に対応する様式Ｓ1を使用してクライアント装置において表示され
る旨の表示を生成し、この表示をクライアント装置に提供し得る。このようにして、異な
る形式の地図要素（例えば、建物、道路、公園）は類似する太さの線、色等を使用して表
示可能である。別の実施形態では、地図特徴コントローラ８６は、地図特徴がクライアン
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ト装置において強調表示されるときにのみ使用される、集合地図特徴に関する共通様式を
指定する。集合地図特徴を構成するいくつかの地図特徴がある地図特徴形式と関連すると
きは、クライアント装置はその様式を、集合地図特徴が強調表示されないときに対応する
地図特徴形式に従いベクトル記述子に適用し得、そして地図特徴が強調表示されたときに
集合地図特徴について指定されたその様式を適用する。
【００３１】
　いくつかの実施形態に従って、地図コントローラ８０が地図データを、特定エリアまた
は地理的領域に対応する第１の地図画像（例えば、基本地図画像）を描画するためにクラ
イアント装置に提供した後、地図サーバは同一エリアに対応する第２の異なる地図画像（
例えば、交通地図画像）を描画するためにクライアント装置に修正データを提供する。ク
ライアント装置は、次に第１の地図画像を描画するために直前に提供された地図データお
よび修正データを使用して第２の地図画像を描画し得、地図サーバは第１の地図画像およ
び第２の画像の両方を描画するために使用された地図データを必ずしもクライアント装置
に２回以上提供する必要はない。筋書きによるが、修正データは、新規ベクトル記述子の
形式の直前に提供された地図データに対する１つ以上の追加、直前に提供された地図デー
タの１つまたはいくつかの部分の削除（これは特徴識別子を使用して識別され得る）、あ
るいは直前に提供された地図データの１つまたはいくつかの部分の修正（これも特徴識別
子を使って識別され得る）を含み得る。これらのケースのいくつかにおいて、追加される
ベクトル記述子は集合地図特徴の識別子を含み得る。さらに、削除される地図特徴に関す
る特徴識別子は、単一の特徴識別子のみを使用して多重地図要素を効率的に除去するため
に集合地図特徴を識別し得る。
【００３２】
　次に地理的エリアにおける関連物理的エンティティ群に対応する集合地図特徴を描写す
る地図のいくつかの例が、図３Ａ～３Ｃを参照して論議される。特に、いくつかの建物、
野原、および大学の歩道を含む地図特徴例が図３Ａを参照して論議され、ラスタ地図画像
のいくつかの地図タイルへの分割例が図３Ｂに図解され、そして地図特徴のいくつかの構
成要素の選択例が図３Ｃに図解される。図１に戻って参照し、地図描画エンジン６２は、
例えば、地図コントローラ３０によって提供される地図データを使用して図３Ａ～３Ｃの
地図画像を生成し得る。
【００３３】
　最初に図３Ａを参照すると、地図画像１００がＳｅａｔｔｌｅ，Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ
におけるいくつかの街区を描写し、この一部がシアトル大学に所属する。より具体的には
、地図画像１００は歩道１２０によって相互接続された大学建物１０２、１０４、１０６
、１０８、および１１０等のいくつかの地図要素を描写する。大学はまた、いくつかの運
動および／またはリクリエーション構造物１１２、１３０、および１３２も含み、これら
は市道によって建物１０２～１１０から分離されている。ある実施形態では、地図要素１
０２～１３２は別々のベクトル記述子によって記述され、各地図要素１０２～１３２は各
他の地図要素から独立してそして個々に描画可能である。さらに、ベクトル記述子はそれ
ぞれの非集合地図特徴を定義し、そのうちの少なくともいくつかは個々のラベル（例えば
、「学生センター」）と関連され得る。ブロック１４０および１４２もシアトル大学と関
連しており、シアトル大学と関連していない隣接シティブロックに適用される色または影
とは異なる色または影を使用して描画される。しかしながら、ブロック１４０および１４
２は、少なくとも地図画像１００が対応するズームレベルにおいて、構造物、公園、また
は個々に図解される他の物理的エンティティを含まない。ある実施形態では、ブロック１
４０および１４２を含む様々なシティブロックは、それぞれのエリアを包囲するポリゴン
を指定するベクトル記述子の形式で提供される。
【００３４】
　地図画像１００において描写される幾何形状を記述する地図データに加え、クライアン
ト装置は、地図要素１０２～１４２は集合地図特徴に関連している旨の表示を受信し得る
。この目的のために、共通特徴識別子が、地図要素１０２～１４２に対応する各ベクトル
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記述子のために提供され得る。別の実施形態では、地図要素１０２～１４２に対応するベ
クトル記述子は、ベクトル記述子が共通地図特徴に対応している旨の表示を有するヘッダ
および／またはトレーラ部分を含むデータブロック内に提供される。概して、地図要素１
０２～１４２が集合地図特徴と関連していることを表示するための任意の好適技法を使用
可能である。
【００３５】
　筋書き例に従い、シアトル大学に対応する集合地図特徴は、様々な地図タイルにおいて
地図要素を有する。例えば、図３Ｂに図解されるように、地図画像１００は地図タイル１
５０、１５２、１５４、および１５６で構成され得る。地図タイル１５０～１５６のそれ
ぞれは、地図データを使用して生成されるラスタ画像の一部分であり得る。実施形態にお
いては、クライアント装置に送信されるときに、地図タイルに従って地図データがグルー
プ化される。クライアント装置は他の地図タイルとは独立して各地図タイルを描画するよ
うに構成され得る。代替的に、クライアント装置は多重タイルに対応する地図データを受
信し、そして、各地図タイルを対応するラスタ画像として別々に描画する代わりに、クラ
イアント装置は多重地図タイルに対応する単一ラスタ画像を生成し得る。図３Ｂの例にお
いて、地図要素１０２～１１０、１２０、１４０、および１４２は地図タイル１５２内に
提供され、地図要素１３０および１３２は地図タイル１５６内に提供され、そして、地図
要素１１２は地図タイル１５４内に提供される。多重地図タイルに対応するラスタ画像を
生成するときは、クライアント装置は地図タイル内に提供される地図要素と集合特徴との
間の関係を保留し得、ユーザは、多重地図タイルをまたぐ集合地図特徴を選択および操作
可能である。
【００３６】
　さらに、集合地図特徴は、いくつかのケースでは、建物、公園、湖等の同一の単一物理
的エンティティの部分に対応する地図要素を含み得る。例えば、ある建物の表現の３分の
２を１つの地図タイル内の第１の地図要素として提供され、そして、建物の表現の残り３
分の１を別の地図タイル内の第２の地図要素として提供され得る。この筋書きにおける地
図サーバは２つの地図タイルの別々の記述子を生成し得、なお地図タイルのそれぞれは対
応する地図要素を含み、そしてこれらの記述子をクライアント装置に送信する。しかしな
がら、クライアント装置が第１の地図要素と第２の地図要素を、クライアント装置のユー
ザインターフェースを介して、単一地図要素として提供することを許可するために、地図
サーバは、第１の地図要素と第２の地図要素を含む集合地図特徴の記述も生成し得る。
【００３７】
　さらに、ある実施形態では、地図要素または特徴の集合地図特徴へのグループ化は、多
重レベルにおいて実装し得る。例えば、図３Ｃに図解されるように、シアトル大学と関連
するすべてではなくいくつかの地図要素は、地図特徴１８０に対応し得る。図３Ａに図解
される例では、地図特徴１８０の記述は対応する地図要素（図３Ａおよび３Ｂへの参照に
よる上述の要素１０２～１１９および１２０であり得る）を含む地理的領域の境界を指定
する。ある筋書き例では、ユーザが学生センターとラベル付けられた建物の隣の地図をク
リックすると、地図特徴１８０の境界によって包囲されたエリアが選択される。
【００３８】
　次に、１つまたはいくつかの集合地図特徴を含む地図画像を描画するための情報の交換
例が、図４を参照して論議される。メッセージ交換２００はユーザインターフェース２０
２を含み、これはクライアント装置（図１のクライアント１４等）、クライアント装置で
動作する地図描画エンジン２０４、およびサーバ２０６（図１の地図サーバ１２等）に含
まれるか、さもなければ関連する。図１の参照に戻り、ユーザインターフェースはブラウ
ザ６０によって提供され、一方、動的地図描画エンジン２０４およびサーバ２０６は、そ
れぞれ、構成要素６２および１２内に実装され得る。
【００３９】
　ユーザコマンドに応答して、ユーザインターフェース２０２はある領域Ｒに関する地図
データの要求２１０を生成し、その要求を地図描画エンジン２０４に提供し得る。要求２
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１０は、例えば、構成要素２０２および２０４が実装されるクライアント装置にとって内
部的である電子メッセージとして送信され得る。ある実施形態では、要求２１０はズーム
レベルと地図形式（例えば、基本地図）を指定する。動的地図描画エンジン２０４は、今
度は、地図データに関する要求２１２を生成し、これは通信ネットワークを介してサーバ
２０６に送信され得る。要求２１２は、緯度および経度（これは、例えばＧＰＳ装置を使
用して取得し得る）あるいは任意の他の好適方法を用いて領域Ｒを指定し得る。
【００４０】
　要求２１２に応答して、サーバ２０６は応答２１４を生成し得、これは地図画像を描画
するための、ベクトル図形形式等の非ラスタ形式による地図データを含む。応答１１４は
、１つまたはいくつかのタイル記述子Ｔ1、Ｔ2、・・・ＴN等の任意の好適方法によって
編成された地図データを含み得る。概して、地図データは、単一タイルを含む任意の数の
タイルについて提供され得る。各タイルについて、応答２１４は様々な地図要素または非
集合地図特徴Ｆ1、Ｆ2、・・・ＦMを記述し得、これらのそれぞれは、好適なベクトル図
形形式に従ってベクトル記述子を使用して指定され得る。非集合地図特徴Ｆ1、Ｆ2、・・
・ＦMに加え、応答２１４は２つ以上の非集合地図特徴Ｆ1、Ｆ2、・・・ＦMを含む集合地
図特徴ＦAを記述し得る。上述のように、集合地図特徴ＦAの記述は、どの非集合地図特徴
Ｆ1、Ｆ2、・・・ＦMが地図特徴ＦAと関連しているかの表示、その後の通信において地図
特徴ＦAを識別する一意的特徴識別子、ある条件の下で地図特徴ＦAと共に表示されるラベ
ル等を含み得る。動的地図描画エンジン２０４は地図画像を描画し、その地図画像をユー
ザインターフェース２０２に提供し、そして対応するイベント２１６を生成し得る。いく
つかの実施形態では、動的地図描画エンジン２０４は、将来の使用のために、受信された
地図データ（そして、入手可能となったときに、様式データ）をメモリ内に記憶し得る。
【００４１】
　のちほど、ユーザはユーザインターフェース２０２を介して提供される対話型制御を用
いて集合地図特徴を選択し得る。これに応答して、ユーザインターフェース２０２は地図
特徴が選択されたことを示すイベント２１８を生成し得る。ある実施形態では、イベント
２１８はユーザが選択した地図画像上の場所のみを指定し、そしてユーザが集合地図特徴
の選択を希望する旨を表示する。地図描画エンジン２０４は、どの地図要素をユーザが選
択したかを判定し、同一集合地図特徴に関連する他のすべての地図要素を自動的に識別し
、そして地図特徴が選択されたこと（イベント２２０）を表示するために地図画像を更新
し得る。例えば、図３Ｃの参照に戻り、イベント２２０は包囲されたエリア内の地図要素
を強調表示されるようにし得る。
【００４２】
　図１のシステムまたは類似環境において動作するコンピューティングデバイスに実装し
得るいくつかの方法例が、図５～７を参照して次に論議される。これらの方法は任意の好
適プログラミング言語で開発されたコンピュータプログラムとして実装し得、有形の非一
時性コンピュータ可読媒体（１つまたはいくつかのハードディスクドライブ等）上に記憶
され、そして１つまたはいくつかのプロセッサ上で実行可能である。例えば、図５および
６の方法は地図サーバ１２内で実装され得、図７の方法はクライアント装置１４において
実装され得る。図５～７の方法は個々のコンピュータ、サーバまたはパーソナルコンピュ
ータ（ＰＣ）、いくつかのコンピュータを使用する分散方法、例えば、クラウドコンピュ
ーティング環境、において少なくともこれらの方法のいくつかを実装することも可能であ
る。
【００４３】
　最初に図５を参照すると、集合地図特徴の記述と共に地図データを生成するための方法
例３００は、例えば、地図コントローラ３０または８０において実装し得る。ある実施形
態に従って、ある地理的領域に対応する第１の地図画像を描画するための非ラスタ形式に
おける地図データは、ブロック３０２において生成される。地図データは、例えば、ベク
トル図形形式に一致し、それぞれの地図要素を記述するベクトル記述子を含み得る。ある
実施形態では、各ベクトル記述子はそれぞれの地図特徴を定義する。地図データは、地図
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サーバおよびクライアント装置によって認識される一定の形式に一致する電子メッセージ
で送信するためのデータ構造として提供され得る。
【００４４】
　次に、ブロック３０４において、集合地図特徴に対応する地図データの一部が指定され
る。集合地図特徴は、例えば、共通ラベル等の追加情報は勿論のこと、深度表示等のいく
つかの非集合地図特徴を含み得る。地図特徴に対応する地図の部分の表示は、地図特徴の
記述子内に含まれ得る。ブロック３０６において、地図特徴に関する一意的特徴識別子が
提供される。いくつかのケースでは、一意的特徴識別子は図１のデータベース１８等の地
図データベースから取り出され得る。他のケースでは、一意的特徴識別子は方法３００の
実行中に生成される。いずれのケースでも、一意的特徴識別子はブロック３０４において
生成される表示と共に、地図特徴の記述子内に含まれ得る。
【００４５】
　ブロック３０８において、地図データおよび地図特徴の記述がクライアント装置に提供
される。例えば、１つまたはいくつかの電子メッセージは、通信ネットワークを介してク
ライアント装置に送信可能である。
【００４６】
　ここで図６を参照すると、地図特徴記述を生成するための方法例３５０が、例えば、地
図特徴コントローラ８６または類似モジュール内に実装され得る。ある実施形態では、方
法３５０の少なくともいくつかのステップは、前述の方法３００のブロック３０４～３０
６において実行される。
【００４７】
　ブロック３５２において、選択される地理的エリア、ズームレベル、および地図形式に
関する地図画像に含まれる地図要素が識別される。２つ以上の地図要素を含む集合地図特
徴は、次にブロック３５４において識別され、そして各地図要素のベクトル記述がブロッ
ク３５６において提供される。ブロック３５８において、ブロック３５２において識別さ
れるどの地図要素が地図特徴と関連するかの表示が生成される。１つの実施形態では、各
地図要素はそれぞれの特徴識別子と共に非集合地図特徴として提供され、そしてブロック
３５８において生成される表示は特徴識別子のリストを含む。特徴識別子のリストは、個
々の地図特徴の記述子と共に、あるいは別々に提供され得る。別の実施形態では、ブロッ
ク３５８において生成される表示は、ベクトル記述子のリストの一部を範囲指定する１つ
以上のフラグを含み、どのベクトル記述子が集合地図特徴と関連しているかを表示する。
【００４８】
　図７は、クライアント装置において地図データおよび地図特徴記述を処理するための方
法例４００の流れ図である。ある実施形態に従って、方法４００は図１に図解されるクラ
イアント装置１４内に実装される。
【００４９】
　ブロック４０２において、非ラスタ形式の地図データが地図サーバから受信される。あ
る実施形態では、地図データは、地図データのどの部分が集合地図特徴に対応するかを表
示する。地図データはブロック４０４において解釈され、様々な地図要素を描画する。次
に、ブロック４０６において、ある地図要素がユーザインターフェースを介して選択され
る。ユーザは、例えば、地図に描写されるある建物をクリックまたはタッチする。選択さ
れた地図要素と関連する地図特徴を選択する要求は、次にブロック４０８において受信さ
れる。これに応えて、方法４００は選択された地図要素が関連する地図特徴を識別する（
ブロック４１０）。ブロック４１２において、地図特徴と関連する１つ以上の追加地図要
素が識別される。次に地図画像がブロック４１４において更新され、集合地図特徴と関連
する多重地図要素の自動選択を反映する。例えば、地図画像は地図特徴に所属するすべて
の可視的地図要素を強調表示するように更新され得る。
【００５０】
　本明細書を通して、複数の例は、単一例として記述される構成要素、操作、または構造
を実装し得る。１つ以上の方法の個々の操作は別々の操作として図解され、記述されるが
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、１つ以上の個々の操作は並列に実施され得、操作が図解される順番で実施されることを
要求するわけではない。構成例において別々の構成要素として提供される構造および機能
性は、組み合わされた構造または構成要素として実装され得る。同様に、単一構成要素と
して提供される構造及び機能性は、別々の構成要素として実装され得る。これらおよび他
の変化形、修正、追加、および改善は、本明細書中の主題の範囲内にある。例えば、ネッ
トワーク１６は、これらに限定されないが、ＬＡＮ、ＭＡＮ、ＷＡＮ、移動式、有線、ま
たは無線ネットワーク、プライベートネットワーク、または仮想プライベートネットワー
クの任意の組み合わせを含み得る。
【００５１】
　さらに、ある実施形態は、論理的またはいくつかの構成要素、モジュール、または機構
を含むものとして本明細書中に記述される。モジュールはソフトウェアモジュール（例え
ば、機械可読媒体または送信信号内に具現されるコード）またはハードウェアモジュール
を構成し得る。ハードウェアモジュールは一定の操作を実施することのできる有形ユニッ
トであり、一定方法によって構成またはまとめられ得る。実施形態において、１つ以上の
コンピュータシステム（例えば、独立型、クライアントまたはサーバコンピュータシステ
ム）あるいはコンピュータシステムの１つ以上のハードウェアモジュール（例えば、プロ
セッサまたはプロセッサ群）を、本明細書中で記述されるように一定の操作を実施するた
めに動作するハードウェアモジュールとして、ソフトウェア（例えば、アプリケーション
またはアプリケーション部分）によって構成され得る。
【００５２】
　様々な実施形態において、ハードウェアモジュールは一定の操作を実施するために恒久
的に構成された専用回路または論理（例えば、書き換え可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）ま
たは特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）等の特定用途プロセッサ）を備え得る。ハードウェア
モジュールは、一定の操作を実施するためにソフトウェアによって一時的に構成されるプ
ログラム可能論理または回路（例えば、汎用プロセッサまたは他のプログラム可能プロセ
ッサ内に包囲されたもの）をも備え得る。したがって、ハードウェアという用語は有形エ
ンティティを包囲するために理解されるべきであり、一定の方法によって動作し、あるい
は本明細書中で記述される一定の操作を実施するために物理的に構築され、恒久的に構成
され（例えば、実配線で）または一時的に構成された（例えば、プログラムされた）エン
ティティである。ハードウェアモジュールが一時的に構成された（例えば、プログラムさ
れた）実施形態を考えると、各ハードウェアモジュールは任意の一例において間に合うよ
うに構成または事例化する必要はない。例えば、ハードウェアモジュールがソフトウェア
を使用して構成された汎用プロセッサを備える場合、汎用プロセッサは異なる時点におい
てそれぞれの異なるハードウェアモジュールとして構成され得る。ソフトウェアは、した
がって、例えば、ある時点において特定ハードウェアモジュールを構成し、そして異なる
時点において異なるハードウェアモジュールを構成するために、プロセッサを構成し得る
。
【００５３】
　ハードウェアおよびソフトウェアモジュールは、他のハードウェアおよび／またはソフ
トウェアモジュールに情報を提供し、またそこから情報を受信することが可能である。し
たがって、記述されるハードウェアモジュールは通信可能に連結されているとみなされ得
る。複数のそのようなハードウェアまたはソフトウェアモジュールが同時に存在する場合
、通信はハードウェアまたはソフトウェアモジュールを接続する信号送信を通して（例え
ば、適切な回路およびバスにより）達成され得る。多重ハードウェアモジュールまたはソ
フトウェアが異なる時点において構成または具現される実施形態では、そのようなハード
ウェアまたはソフトウェアモジュール間の通信は、例えば、記憶装置および多重ハードウ
ェアまたはソフトウェアモジュールがアクセスするメモリ構造内の情報の取り出しを通し
て達成し得る。例えば、１つのハードウェアまたはソフトウェアモジュールは、操作を実
施し、そしてその操作の出力を通信可能に連結されたメモリ装置内に記憶し得る。さらな
るハードウェアまたはソフトウェアモジュールは、その後時間を置いて、記憶された出力
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の取り出しおよび処理を行うためにメモリ装置にアクセスし得る。ハードウェアおよびソ
フトウェアモジュールは入力または出力装置とも通信を開始し得、そして資源に基づいて
（例えば、情報の集まり）動作可能である。
【００５４】
　本明細書中に記載される方法例の様々な操作は、少なくとも部分的には、関連操作を実
施するために一時的に構成された（例えば、ソフトウェアによって）または恒久的に構成
された１つ以上のプロセッサによって実施され得る。一時的に構成されていても恒久的に
構成されていても、そのようなプロセッサは１つ以上の操作または機能を実施するために
動作するプロセッサ実装モジュールを構成し得る。本明細書中で参照されるモジュールは
、いくつかの実施形態例においては、プロセッサ実装モジュールを備え得る。
【００５５】
　同様に、本明細書中で記述される方法またはルーチンは少なくとも部分的にはプロセッ
サ実装であり得る。例えば、少なくとも方法の操作のいくつかは、１つまたは複数のプロ
セッサによって、またはプロセッサ実装ハードウェアモジュールによって実施され得る。
一定操作の実施は１つ以上のプロセッサの間で分配され得、それらは単一機械内に常駐す
るばかりでなく、いくつかの機械間で配備されている。いくつかの実施形態例では、１つ
または複数のプロセッサは単一場所に配置され得（例えば、家庭環境、職場環境内で、ま
たはサーバ企業として）、一方、他の実施形態では、プロセッサはいくつかの場所にわた
って分配され得る。
【００５６】
　１つ以上のプロセッサは「クラウドコンピューティング」環境において、関連操作の実
施を支持するために動作し得る。例えば、少なくともいくつかの操作は、コンピュータグ
ループ（プロセッサを含む機械の例として）によって実施し得、これらの操作はネットワ
ーク（例えば、インターネット）を介して、また１つ以上の適切なインターフェース（例
えば、アプリケーションプログラムインターフェース（ＡＰＩ））を介してアクセス可能
である。
【００５７】
　一定操作の実施は、単一機械内に常駐するばかりでなく、１つ以上のプロセッサ間で分
配し得、いくつかの機械間で配備される。いくつかの実施形態例では、１つ以上のプロセ
ッサまたはプロセッサ実装モジュールは単一の地理的場所（例えば、家庭環境、事務所環
境、またはサーバ企業内）内に配置され得る。他の実施形態例では、１つ以上のプロセッ
サまたはプロセッサ実装モジュールは、いくつかの地理的場所間で分配され得る。
【００５８】
　本明細書のいくつかの部分は、機械メモリ（例えば、コンピュータメモリ）内にビット
またはバイナリデジタル信号として記憶されるデータに基づく操作の符号表現またはアル
ゴリズムとして提供される。これらのアルゴリズムまたは符号表現は、データ処理技術の
当業者により、他の当業者にその作業の主題を伝えるために使用される技法の例である。
本明細書中での使用において、「アルゴリズム」または「ルーチン」は、希望する結果に
至る自己矛盾の無い一連の操作または類似処理である。本文脈においては、アルゴリズム
、ルーチンおよび操作は、物理量の物理的操りを含む。典型的には、必ずしもそうではな
いが、そのような量は機械によって記憶、アクセス、転送、結合、比較、あるいは操作が
可能な電気的、磁気的、または光学的信号の形態をとり得る。主として共通使用の理由に
より、「データ」、「内容」、「ビット」、「値」、「要素」、「符号」、「文字」、「
用語」、「数」、「番号」等の言葉を使ってそのような信号を参照することは時により便
利である。これらの言葉は、しかしながら、単に便利なラベルであり、適切な物理量と関
連するものである。
【００５９】
　具体的に他に記載がない限り、「処理する」、「コンピューティング」、「計算する」
、「判定する」、「提供する」、「表示する」等の言葉を使用した本明細書中における論
理は、情報を受信し、記憶し、送信し、または表示する１つ以上のメモリ（例えば、揮発
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成要素内の物理的（例えば、電子的、磁気的、または光学的）量として表現されるデータ
を操作または変形させる機械（例えば、コンピュータ）の行為または処理を参照し得る。
【００６０】
　本明細書で使用される、「１つの実施形態」または「ある実施形態」への参照は、実施
形態との関係で記述される特定の要素、特徴、構造、または特性は、少なくとも１つの実
施形態内に含まれることを意味する。明細書内の様々な場所における「１つの実施形態に
おいて」という語句の使用は、必ずしもすべてが同一実施形態を参照しているわけではな
い。
【００６１】
　いくつかの実施形態は、「連結され」および「接続され」という表現ならびにその派生
語を使用して記述され得る。例えば、いくつかの実施形態は２つ以上の要素が物理的また
は電気的に直接接触していることを示すために用語「連結されて」を使用して記述され得
る。用語「連結されて」は、しかしながら、２つ以上の要素が互いに直接的に接触してい
ないが、しかし互いに協力または対話することも意味し得る。実施形態はこの文脈では限
定されない。
【００６２】
　本明細書中で使用される用語「備える」、「備えている」、「含む」、「含んでいる」
、「有する」、「有している」またはそれらの任意の他の変化形は、非排他的包含が意図
されている。例えば、プロセス、方法、製品、または要素のリストを備える装置は、必ず
しもそれらの要素のみに限定されておらず、明示的に列挙されていない、またはそのよう
なプロセス、方法、製品、または装置類に固有の他の要素を含み得る。さらに、明示的に
反対の記載がない限り、「または」は包含的ＯＲを参照し、排他的ＯＲは参照しない。例
えば、条件ＡまたはＢは以下のいずれかの１つによって満足される：Ａは真（または存在
）そしてＢは偽（または不存在）、Ａは偽（または不存在）およびＢは真（または存在）
、および、ＡおよびＢの両方が真（または存在）。
【００６３】
　さらに、「ａ」または「ａｎ」の使用は、要素および本明細書中の実施形態の構成要素
を記述するために採用される。これは単に便宜性のためであり、記述の全体感を提供する
ためである。この記述は１つまたは少なくとも１つを含むとして読まれるべきであり、別
の意味が明白でない限り、単一は複数を含む。
【００６４】
　さらにまた、図は、説明のみの目的で、地図描画システムの好ましい実施形態を描写す
る。当業者は、本明細書中に図解される構造および方法の代替実施形態を、本明細書中に
記述される原則から逸脱することなく採用され得ることを以下の論議から容易に認識する
であろう。
【００６５】
　当業者は、本開示を読むことにより、本明細書中に開示される原理を用いて、地図およ
び地図特徴データを提供するためのシステムおよびプロセスに関するさらなる代替構造お
よび機能的設計を認識するであろう。このように、特定の実施形態およびアプリケーショ
ンが図解され、記述されてきたが、開示された実施形態は、本明細書中に開示される正確
な構造および構成要素には限定されないことを理解するべきである。当業者にとっては明
白であろうが、様々な修正、変更、および変化形は、付属請求項に定義される精神および
範囲から逸脱することなく、本明細書中に開示される方法および装置のとりまとめ、操作
、および詳細において実施され得る。
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